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は じ め に

帯広圏においては、平成17年度に行われた帯広圏総合都市交通体系調査から、

すでに15年以上が経過しており、近年においては人口減少や少子高齢化の進行、

高速道路の開通や都市計画道路の整備といった道路状況の変化など、都市交通

を取り巻く地域や経済社会の情勢が大きく変化している状況から、新たな課題

や過去の推計との乖離などが懸念されており、現況を踏まえた将来の計画を立

案、策定が必要となっています。

このような社会的要請に対し、交通の主要因となる人の動きを把握するパー

ソントリップ調査を実施し、都市交通需要の動向を勘案し、社会・経済情勢の

変化に対応した新たな帯広圏の都市交通マスタープランを策定します。

なお、平成17年調査時と同様に、帯広市、音更町、芽室町、幕別町（忠類地

区除く）の1市3町を対象として策定しました。



帯広圏の都市交通マスタープラン

1-1 パーソントリップ調査の概要

パーソントリップ調査とは、｢どのような人が｣・｢どこからどこへ｣・｢どういう目的で｣・｢ど
んな交通機関を使って｣・「何時ごろ」移動したのかという、人（パーソン）の１日の動き（ト
リップ）を調査するものです。

「トリップ」とは、人がある目的のため、出発地から到着地まで移動することを指し、交通計
画を検討する際の単位として使われます。

本調査では、帯広圏（帯広市・音更町・芽室町・幕別町）にお住いの方を対象に、交通実態
データを取得しました。

観光交通物流交通日常交通

〇平日交通実態調査
パーソン
トリップ
調査

〇休日交通実態調査

〇個人意識・買物等行動調査

〇〇〇事業者ヒアリング調査

パーソン
トリップ
調査以外

〇観光動向調査

〇〇道路交通実態調査

〇〇〇既存関連資料分析

１ 都市交通マスタープランについて

＜図＞１トリップ（移動）の考え方

1-2 マスタープラン策定に関係する主な調査項目

パーソントリップ調査の他、パーソントリップ調査だけでは把握できない交通課題を把握する
ために、以下の調査を実施し、マスタープランを策定します。
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＜表＞マスタープラン策定に関する調査



帯広圏の都市交通マスタープラン

1-3 マスタープラン策定に至るまで

本調査は、調査の企画・準備から都市交通マスタープランの策定まで令和4（2022）年度から
令和6（2024）年度の3年間において、以下に示すフローに従って実施しています。

＜図＞年次別の調査全体フロー図
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令和４年度
（実態調査）

令和５年度
（現況解析）

令和６年度
（マスタープラン策定）

調査の企画・準備
〇特定課題の想定

郵送調査

補正・補完調査
〇スクリーンライン調査
〇コードンライン調査 等

都市圏現況把握 調査結果の処理
〇エディティング
〇コーディング
〇データ入力
〇マシンチェック

オリジナルファイル
の作成

基礎集計
〇原単位集計
〇一次集計
〇暫定拡大

現況解析
〇交通現況の把握
〇圏域、地域別トリップ特性
〇利用交通手段の分析

現況の問題点抽出

計画課題の分析
〇道路・公共交通計画
〇土地利用計画 等

都市圏の将来像検討
〇上位計画の整理
〇将来フレームの検討

将来交通量予測モ
デルの設定

〇生成交通量モデル
〇発生集中モデル
〇分布モデル
〇機関分担モデル
〇配分交通量モデル

帯広圏の計画課題の整理

将来交通需要予測
〇需要予測
〇配分交通量推計

マスタープランの策定

整備計画案の策定
〇交通ネットワークの策定
〇個別計画の策定

１ 都市交通マスタープランについて



帯広圏の都市交通マスタープラン

1-4 調査の組織体制

本調査は、調査圏域が広大かつ規模が大きく、調査内容も複雑多岐にわたっており、調査の実
施にあたっては、学識経験者をはじめ各関係機関の協力を得て、円滑かつ効率的に調査を進めて
いく必要があります。

こうしたことから帯広圏総合都市交通体系調査の検討および意思決定にあたっては、各関係機
関および学識経験者で構成される北海道総合都市交通体系調査協議会における協議を必要とする
こととし、調査に関する企画・研究ならびに総合的な調整を図ることとしています。

さらに協議会運営および調査の円滑な遂行を図るため、地区検討委員会および計画課題検討
ワーキング、事務局を設置しています。

＜図＞調査の組織体制図
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メンバー構成組織

学識経験者、北海道開発局帯広開発建設部、北海道運輸局帯広運輸支局、
東日本高速道路（株）、北海道旅客鉄道（株）、北海道バス協会、北海道
警察本部、北海道、帯広市、音更町、芽室町、幕別町

北海道総合都市交通体系調査協議会

学識経験者、北海道開発局、北海道、帯広市、音更町、芽室町、幕別町計画課題検討ワーキング

学識経験者、北海道開発局帯広開発建設部、北海道運輸局帯広運輸支局、
十勝総合振興局、北海道釧路方面帯広警察署、東日本高速道路（株）北海
道支社帯広管理事務所、帯広商工会議所、北海道旅客鉄道（株）釧路支社
帯広駅、十勝地区バス協会、十勝地区ハイヤー協会、十勝地区トラック協
会、北海道、帯広市、音更町、芽室町、幕別町

地区検討委員会

北海道、帯広市、音更町、芽室町、幕別町事務局

＜表＞組織体制のメンバー構成

１ 都市交通マスタープランについて

北海道総合都市交通体系調査協議会

①都市交通施策
②総合都市交通マスタープラン策定

地区検討委員会

①地域の交通課題の洗い出し
②課題解決に向けた議論

計画課題検討ワーキング

①技術的な検討
②審議事項の整理

北海道が設置

圏域が設置
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2-1 人口

帯広圏の人口は、平成27年をピークに減少に転じています。前回マスタープラン策定時の推計
人口（平成15年推計）と比較して、実際の減少の割合は低く推移しているものの、今後も人口減
少が進行していくと推計されています。

また、帯広圏の老年人口割合は平成22年には21%以上となり、超高齢社会に突入し、令和2年に
は30%を超え、今後も増加していくと推計されています。
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＜図＞人口の推移（帯広圏）

２ 帯広圏の現況整理

資料：≪H2～R2≫国勢調査、≪推計値≫国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」

＜図＞人口割合の推移（帯広圏）

資料：≪H2～R2≫国勢調査、≪推計値≫国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」
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＜図＞人口の推移（帯広圏市町別）

資料：≪H2～R2≫国勢調査、≪推計値≫国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」
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11,546 11,187 10,730 10,534 9,919 
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第1次産業

6.8%

8.8%

5.1%

12.3%

23.5%

13.8%

第2次産業

17.0%

18.1%

18.0%

19.1%

17.3%

17.9%
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2-2 産業構造

帯広圏は、第3次産業中心の産業構造となっていますが、人口減少とともに就業者数も減少傾
向にあり、第1次産業や第2次産業も同様の傾向です。

市町別の就業者構造を見ると、帯広市では、第3次産業の割合が76％超と高く、芽室町では、
第1次産業の比率が23％超、幕別町でも13％超と高くなっています。
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＜図＞産業別就業者数の推移（帯広圏）

２ 帯広圏の現況整理

資料：令和2年国勢調査

＜図＞市町別就業者割合

資料：令和2年国勢調査
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2-3 農業

帯広圏における農業算出額は約986億円となっており、各市町の占める割合は同程度となって
います。
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＜図＞農業産出額（北海道・帯広圏）

２ 帯広圏の現況整理

資料：令和2年 北海道農林水産統計年報

＜図＞帯広圏の製造品出荷額等（北海道・帯広圏）

資料：令和2年 工業統計年報

2-4 製造業

帯広圏における製造品出荷額等は約3,390億円となっており、帯広市が大半を占めています。
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芽室町
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4.9%

令和2年

帯広圏

製造品出荷額

3,391億円
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2-5 観光
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２ 帯広圏の現況整理

帯広圏における観光入込客数は、新型コロナウイルス感染症流行の影響により令和２年度に大
きく減少したものの、令和４年度には回復しています。

一方、訪日外国人宿泊者数は、令和元年度まで増加傾向にあったものの、新型コロナウイルス
感染症流行の影響で令和２年度に大きく減少し、令和５年度には概ね回復している状況です。

＜図＞観光入込客数の推移（帯広圏）

資料：北海道観光入込客数調査報告書

＜図＞訪日外国人宿泊者数の推移（帯広圏）

資料：北海道観光入込客数調査報告書
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2-6 免許保有状況
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２ 帯広圏の現況整理

男女ともに55歳以降で免許保有率が低下する傾向にあるものの、男性においては75歳～79歳ま
で9割以上が免許を保有しています。一方で、女性は、65歳～69歳から免許保有率が9割を切って
います。

＜図＞性別 年齢階層別 免許保有人口及び保有率）
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2-7 道路交通
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２ 帯広圏の現況整理

高規格道路ネットワークは、高規格道路の未整備区間の解消や暫定2車線区間の4車線化、また、
長流枝スマートインターチェンジの整備が進んでおり、物流や医療、防災面等への効果が期待さ
れています。

一般道路では、共栄通や弥生新道といった道路の整備が行われています。

＜図＞帯広圏の高規格道路ネットワークの整備状況

＜図＞帯広圏の一般道路の整備状況

資料：国土交通省、NEXCO

資料：各市町聞き取り

R6.3.27
追分IC～夕張IC一部区間
４車線化事業許可
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2-8 公共交通サービスの状況
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２ 帯広圏の現況整理

帯広圏で運行されている路線バスやコミュニティバスは、各市町の市街地を網羅的に運行して
おり、帯広市、音更町、幕別町では、郊外部や農村地域と市街地を結ぶ移動手段として、予約制
乗合タクシーやデマンド交通が運行されています。

帯広圏内で公共交通サービスを歩いて利用できる住民は、帯広圏全人口の95.6％であり、
4.4％は郊外部や農村地域に居住されている方で、公共交通サービスを利用することが困難な状
況です。

＜図＞現状の公共交通サービスの状況

資料：令和2年国勢調査、各運行事業者の保有データを基に作成

▼公共交通勢力圏の定義

自宅からバス停までの距離を無理なく歩ける範囲(半径300m※を設定)
※300ｍについて
・一般的な人(歩行速度 80m/分)の90％が抵抗感を感じない時間は3.5分とされており、
これを距離に換算すると「3.5(分)×80(m/分)＝280(m)≒300(m)」となる。

出典：社団法人 土木学会「バスサービスハンドブック」

路線バス
コミュニティバス

予約を行い、利用できる区域
予約制乗合タクシー

デマンド交通

駅から半径1㎞の範囲JR

公共交通交通モード

十勝バス㈱、北海道拓殖バス㈱バス路線

・音更町コミュニティバス「しらかば号」「すずらん号」

・芽室町コミュニティバス「じゃがバス」

・幕別町コミュニティバス「まくバス」「さつバス」

コミュニティ

バス

・音更町農村地域予約制乗合タクシー

・幕別町予約型乗合タクシー（駒畠線・古舞線）

・十勝バス「おおぞライナー」

予約制乗合

タクシー

・帯広市「あいのりバス」「あいのりタクシー」デマンド交通

JR根室本線鉄道
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3-1 生成原単位および外出率（市町別）
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３ 帯広圏のトリップ特性

今回調査（令和４年）では、生成原単位は各市町で同じような傾向にありますが、外出率では、
音更町および芽室町の値が７割を切っています。

前回調査（平成17年）と比較すると、生成原単位および外出率は低下傾向にあります。

＜図＞生成原単位（グロス・ネット）および外出率
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3-2 生成原単位および外出率（都市圏別）
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３ 帯広圏のトリップ特性

帯広圏の生成原単位および外出率は、他都市圏との調査結果と大きな差はみられません。

＜図＞生成原単位（グロス・ネット）および外出率（都市圏別）

＜図＞生成原単位（グロス・ネット）および外出率

3-3 生成原単位および外出率（年齢階層別）

年齢階層別に見ると、15歳～64歳と比較して65～74歳および75歳以上のグロス、外出率は低く、
ネットは同程度となっていることから、高齢層においては、活発に行動する人と、あまり行動し
ない人で二極化していると考えられます。
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3-4 目的別トリップ数
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３ 帯広圏のトリップ特性

帯広圏全体の総トリップ数は57万トリップ/日となっており、前回調査（平成17年）と比較す
ると約1割減少しています。

道内の他都市圏と比較すると、帯広圏では業務に関するトリップの割合が高いです。

＜図＞目的別トリップ割合（都市圏）

＜図＞目的別トリップ数の前回比較
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3-4 地区別発生トリップ数（全目的）
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３ 帯広圏のトリップ特性

発生トリップは、西地区・東からが最も多く、全体の約１割を占めており、次いで、都心、音
更木野地区、西帯広地区・南、北地区からの発生トリップが多くなっています。

＜図＞地区別発生トリップ数（全目的）

順位全目的発生出発地区順位全目的発生出発地区

1320,958西帯広地区・北155,184西地区・東

1416,405帯広郊外240,308都心

1514,525音更本町338,532音更木野地区

169,913音更郊外436,720西帯広地区・南

178,450芽室郊外535,687北地区

187,603東芽室地区633,103西地区・西

197,276音更宝来地区732,656稲田地区

206,584幕別本町831,571東地区

214,257大空地区930,203幕別札内地区

223,941十勝川温泉地区1029,852帯広南地区

233,133幕別郊外1124,829芽室本町

242,642幕別千住・相川地区1222,368鉄南地区

＜表＞地区別発生トリップ数の上位（全目的）
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3-5 地区別集中トリップ数（全目的）
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３ 帯広圏のトリップ特性

集中トリップ数でも、西地区・東への集中が最も多く、全体の約１割を占めており、次いで、
都心、音更木野地区、西帯広地区・南への集中が多くなっています。

＜図＞地区別集中トリップ数（全目的）

順位全目的集中到着地区順位全目的集中到着地区

1322,106鉄南地区155,475西地区・東

1416,418帯広郊外240,248都心

1514,357音更本町338,766音更木野地区

1610,307音更郊外436,054西帯広地区・南

178,333芽室郊外534,179北地区

187,866東芽室地区632,761西地区・西

197,069音更宝来地区732,524東地区

206,934幕別本町832,347稲田地区

213,922大空地区930,021幕別札内地区

223,729十勝川温泉地区1029,834帯広南地区

233,121幕別郊外1124,980芽室本町

242,881幕別千住・相川地区1222,468西帯広地区・北

＜表＞地区別集中トリップ数の上位（全目的）
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3-6 交通手段分担率（代表交通手段）
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３ 帯広圏のトリップ特性

代表交通手段別トリップ数は、前回調査（平成17年）と比較し、自動車のトリップ数が約１
割減少、徒歩二輪のトリップ数は約３割減少しています。

交通手段分担率については、道内の他都市圏と同様に、公共交通の割合が最も低くなってい
ます。

＜図＞代表交通手段の交通手段分担率（都市圏）
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3-7 地域間ＯＤ
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３ 帯広圏のトリップ特性

平日の全目的、全手段における上位15位の地域間ODを見ると、「西地区・東」を中心とした
トリップが多くなっており、「都心」「西帯広地区・南」「北地区」「帯広南地区」との往来
が多いです。

＜図＞地域間の動き（全目的・全手段：平日）

＜表＞地域間の動き（全目的・全手段：平日）

順位トリップ地区２地区１

110,268西地区・東西地区・西

29,765都心西地区・東

38,574東地区都心

48,153西地区・西西帯広地区・南

58,012北地区都心

67,685帯広南地区稲田地区

77,582北地区西地区・東

87,336帯広南地区西地区・東

96,241音更木野地区音更本町

106,062西地区・東西帯広地区・南

115,765西地区・東稲田地区

125,640北地区東地区

135,066東地区西地区・東

145,049音更木野地区音更郊外

154,928西帯広地区・北西帯広地区・南
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4-1 将来交通需要予測の手順
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４ 将来交通需要予測

＜図＞将来交通需要予測の手順

将来人口指標の設定

①生成交通量の予測 ②発生・集中交通量の予測

-生成-

生成原単位法
-発生集中-

関数モデル法

③分布交通量の予測

内外分布モデル
・重力モデル（グラビティモデル）

内々分布モデル
・面積タイプモデル

⑤配分交通量の予測

自動車
（利用者均衡モデル）

歩行者系分担・自動車分担
〇現況ゾーン間分担率

機関別交通分担モデル
〇非集計ロジットモデル

歩行者系交通分担モデル
〇分担率曲線モデル

④交通手段別交通量の予測

■ 将来人口指標の設定

帯広圏全体のトリップ総数（生成交通量）。
および各ゾーン別の発生・集中交通量を推計
する。

■ 生成交通量・発生集中交通量の予想

上記で求めた各ゾーンの発生集中交通量が、
どのゾーンへ何トリップ移動するかを推計す
る。

■ 分布交通量・（OD表）の予測

帯広圏内外・通過交通量等、PTデータで
は得られない自動車交通量を補完し、自
動車OD表を作成する。

■ 分担交通量（交通手段別OD表）の予測

※補完交通量の設定

上記で求めたゾーン間OD表を、交通手段別に
分解し、交通手段別のOD表を推計する。

生成交通量の推計諸条件となる、人口指標
（夜間人口、就業者数、従業者数、就学者数
等）設定する。

■ 配分交通量予測

各ゾーン間の交通手段別交通量が、どの道路
に、どの程度流れるかを推計する。

ゾーン間時間距離の
フィードバック

補完交通量の
設定

交通モデルと将来指標に基づき、将来交通量は以下の算出フローより算出しています。

一般的に用いられる①生成交通量の予測、②発生・集中交通量の予測、③分布交通量の予測、
④交通手段別交通量の予測、⑤配分交通量の予測のステップ５段階の推定法を適用しています。
（生成交通量と発生集中交通量の推計を１段階考え、４段階推定法と呼ばれます）。

将来の交通需要予測については、令和４年に実施したパーソントリップ調査で把握された人
口やトリップ状況を踏まえ、令和２２年の将来を予測したものとなっております。
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4-1 将来交通需要予測の手順 (1)将来人口指標の設定
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４ 将来交通需要予測

将来人口フレームについては、将来交通需要予測を実施するために必要となる下記の人口指標
について設定します。

①夜間人口（ゾーン別年齢階層別）

②就業者数（ゾーン別年齢階層別）

③従業者数（ゾーン別年齢階層別）

④就学者数（ゾーン別）

⑤通学先児童生徒学生数（ゾーン別）

⑥自動車運転免許保有人口（ゾーン別年齢階層別）

＜図＞人口指標設定の流れ

夜間人口

昼間人口

市町別将来年齢階層別
将来夜間人口

国立社会保障・人口問題
研究所推計値

現況人口配置・
人口推移

Ｃゾーン別年齢階層別将来夜間人口（仮）

免許返納率
など

Ｃゾーン別
年齢階層別
将来夜間人口

①

将来交通需要予測の人口指標設定

年齢階層別
就業者割合

現況
就学率

現況就学者
構成比

将来市町別産業別
就業者割合

市町別産業別就従比

現況の児童生
徒学生構成比

Ｃゾーン別将来年
齢階層別就業者数

②

④

⑥

産業別Ｃゾーン別将来
年齢階層別就業者数

市町別年齢階層別
将来就学者数

Ｃゾーン別
将来就学者数

Ｃゾーン別年齢階
層別将来従業者数

（仮）
通勤先Ｃゾーン別産
業次別従業者数

（仮）

通学先Ｃゾーン別児
童生徒学生数

（仮）

Ｃゾーン別
将来通学者

Ｃゾーン別年齢階層別
将来従業者数

⑤ ③
将来Ｃゾーン別年齢階層別

運転免許保有人口
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4-2 将来交通需要予測 (1)将来人口指標の設定
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４ 将来交通需要予測

帯広圏全体として、約１０％夜間人口が減少する予測となっています。

＜図＞将来夜間人口

①夜間人口（検討結果）

＜表＞夜間人口の現状・将来・変化率

変化率
将来

（R22）
現状
(R4)

市町名

90.8％144,413159,039帯広市

88.6％37,17541,949音更町

87.7％15,24717,392芽室町

86.6％20,31523,458幕別町

89.8％217,150241,838計
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４ 将来交通需要予測

帯広圏全体として、約１０％就業者数が減少する予測となっています。

②就業者数（検討結果）

＜図＞将来就業者人口

＜表＞就業者人口の現状・将来・変化率

4-2 将来交通需要予測 (1)将来人口指標の設定

変化率
将来

（R22）
現状
(R4)

市町名

87.5％68,49878,305帯広市

93.8％17,36918,516音更町

92.3％7,0407,630芽室町

88.7％9,28910,477幕別町

88.9％102,196114,928計
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４ 将来交通需要予測

③従業者数（検討結果）

＜図＞将来従業者人口

＜表＞従業者人口の現状・将来・変化率

4-2 将来交通需要予測 (1)将来人口指標の設定

帯広圏全体として、約１０％従業者数が減少する予測となっています。

変化率
将来

（R22）
現状
(R4)

市町名

81.0％68,49884,596帯広市

125.9％17,36913,792音更町

79.0％7,0408,910芽室町

121.7％9,2897,630幕別町

88.9％102,196114,928計
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４ 将来交通需要予測

④就学者数（検討結果）

＜図＞将来就学者人口

＜表＞就学者人口の現状・将来・変化率

4-2 将来交通需要予測 (1)将来人口指標の設定

帯広圏全体として、約３５％就学者数が減少する予測となっています。

変化率
将来

（R22）
現状
(R4)

市町名

71.5％13,89819,447帯広市

54.3％3,2706,023音更町

58.3％1,4642,512芽室町

61.3％1,9013,103幕別町

66.1％20,53331,085計
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４ 将来交通需要予測

⑤通学者数（検討結果）

＜図＞将来通学者人口

＜表＞通学者人口の現状・将来・変化率

4-2 将来交通需要予測 (1)将来人口指標の設定

変化率
将来

（R22）
現状
(R4)

市町名

67.2％14,46821,530帯広市

58.5％2,7034,621音更町

81.6％1,7792,181芽室町

57.5％1,5832,753幕別町

66.1％20,53331,085計

帯広圏全体として、約３５％通学者数が減少する予測となっています。
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４ 将来交通需要予測

トリップ数の現状と将来予測を比較すると、全目的では約１６％減少しています。

4-2 将来交通需要予測 (2)生成交通量の予測（予測結果）

＜図＞全目的及び目的別生成交通量の変化
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４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (3)発生集中交通量の予測（発生交通量）

各市町における人口集中地区等でトリップ数が高い状況となっており、現状と比較して、将来
は帯広市、音更町、芽室町の一部地区の減少がみられています。

＜現況（R4）発生交通量＞

＜図＞現況(R4)発生交通量

順位現況発生出発地区順位現況発生出発地区

1320,958西帯広地区・北155,184西地区・東

1416,405帯広郊外240,308都心

1514,525音更本町338,532音更木野地区

169,913音更郊外436,720西帯広地区・南

178,450芽室郊外535,687北地区

187,603東芽室地区633,103西地区・西

197,276音更宝来地区732,656稲田地区

206,584幕別本町831,571東地区

214,257大空地区930,203幕別札内地区

223,941十勝川温泉地区1029,852帯広南地区

233,133幕別郊外1124,829芽室本町

242,642幕別千住・相川地区1222,368鉄南地区
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順位将来発生出発地区

141,472西地区・東

232,541都心

329,219音更木野地区

428,765北地区

527,745西帯広地区・南

626,498稲田地区

724,786東地区

824,547帯広南地区

924,322西地区・西

1021,399幕別札内地区

1118,607鉄南地区

1216,636芽室本町

順位将来発生出発地区

1314,506西帯広地区・北

1412,126帯広郊外

1512,015音更本町

168,535音更郊外

175,816東芽室地区

185,770芽室郊外

195,514音更宝来地区

204,947幕別本町

213,916幕別郊外

223,591大空地区

232,931十勝川温泉地区

241,956幕別千住・相川地区

-27-

４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (3)発生集中交通量の予測（発生交通量）

＜将来（R22）発生交通量の予測結果＞

＜図＞将来(R22)発生交通量の予測結果
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４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (3)発生集中交通量の予測（集中交通量）

＜現況（R4）集中交通量＞

＜図＞現況(R4)集中交通量

発生交通量と同様に、将来は帯広市、音更町、芽室町の一部地区の減少がみられています。

順位現況集中到着地区順位現況集中到着地区

1322,106鉄南地区155,475西地区・東

1416,418帯広郊外240,248都心

1514,357音更本町338,766音更木野地区

1610,307音更郊外436,054西帯広地区・南

178,333芽室郊外534,179北地区

187,866東芽室地区632,761西地区・西

197,069音更宝来地区732,524東地区

206,934幕別本町832,347稲田地区

213,922大空地区930,021幕別札内地区

223,729十勝川温泉地区1029,834帯広南地区

233,121幕別郊外1124,980芽室本町

242,881幕別千住・相川地区1222,468西帯広地区・北
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４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (3)発生集中交通量の予測（集中交通量）

＜将来（R22）集中交通量の予測結果＞

＜図＞将来(R22)集中交通量の予測結果

順位将来集中到着地区

142,307西地区・東

231,844都心

330,085音更木野地区

428,428北地区

527,270西帯広地区・南

625,460西地区・西

725,233帯広南地区

824,934東地区

924,287稲田地区

1022,159幕別札内地区

1118,260鉄南地区

1216,688芽室本町

順位将来集中到着地区

1314,830西帯広地区・北

1413,161帯広郊外

1511,829音更本町

167,787音更郊外

175,814芽室郊外

185,563音更宝来地区

195,501東芽室地区

205,440幕別本町

213,479大空地区

223,038幕別郊外

232,887十勝川温泉地区

241,876幕別千住・相川地区
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４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (4)分布交通量の予測（予測結果）

帯広市を中心とした結びつきが強く、将来においては全体的に交通量は減少するものの、各市
町の結びつきの傾向は現況と大きくは変化していません。

現況（R4）

将来（R22）

＜図＞将来分布交通量の予測結果（現況との比較）



帯広圏の都市交通マスタープラン

-31-

４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (5)分担交通量の予測（予測結果）

分担交通量の予測にあたって、公共交通サービス水準は現状（令和４年）を維持することを
想定とした予測となっております。

将来（令和２２年）においては、人口減少の進行が推計されていますが、高齢者数の増加に
伴う運転免許非保有者数の増加の影響により、公共交通（バス・ＪＲ）の利用者数も増加する
ことが予測されます。

将来に向けては、公共交通利用に対応した交通体系の検討も必要と考えられます。

＜図＞将来分担交通量の予測結果（現況との比較）

※将来交通需要予測による交通量推計の適応範囲は、帯広圏内居住者による
域内閉包トリップ（帯広圏内居住者が帯広圏内で移動するトリップ）のみ

18.3%

16.8%

76.9%

80.5%

4.4%

2.4%

0.5%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来（R22）

現況（R4）

徒歩二輪 自動車 バス ＪＲ

JRバス自動車徒歩二輪

1,35612,619415,27486,756現況（R4）

2,08917,409307,11172,915将来（R22）

＜表＞将来分担交通量の予測トリップ数（単位：トリップ）
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４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (6)配分交通量の予測

将来の配分交通量を予測するにあたっては、まず現況の帯広圏の道路網と自動車ＯＤ表と交通
量配分条件を用いて、現況再現性の精度検証を行っています。

現況再現の精度が確認された交通量配分条件と、将来の道路網と自動車ＯＤ表を用いて将来交
通量配分を実施しています。

Ｒ４帯広圏ＰＴデータに基づく現況自動車ＯＤ表作成

Ｒ４時点（現況）の道路ネットワークデータの作成

現況再現（Ｒ４時点の交通量配分）

道路交通センサス交通量、スクリーン・コードンライン
交通量調査結果などの実測値との比較検証

現況再現性が確認された交通量配分条件を用いて、作成した将来
（Ｒ２２）道路ネットワーク、将来ＯＤより将来交通量配分を実
施

・将来交通状況の評価
・マスタープランの検証

現況再現性の精度検証

※Ｒ４帯広圏ＰＴデータ：令和４年度に実施した帯広圏における人（パーソン)

の1日の動き（トリップ）を調査した結果に基づく

パーソントリップデータ
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4-2 将来交通需要予測 (7)現況（R4）の交通量配分結果

４ 将来交通需要予測

◆西帯広通、柏林台通、１８条通、白樺通、新緑通、春駒通、常盤通、栄通、帯広の森通、稲田通、
弥生新道、学園通の一部区間で混雑度が高い箇所がみられます。【図①】

◆国道３８号に混雑度が高い箇所がみられます。【図②】

◆国道２４１号、鈴蘭新通に混雑度が高い箇所がみられます。【図③】

◆国道２３６号において、混雑度が高い箇所がみられます。【図④】

◆道道帯広新得線の一部区間において、混雑度が高い箇所がみられます。【図⑤】

▼交通量推計にあたっての与条件

Ｒ４年パーソントリップ調査に基づく現況ＯＤ交通量交通量の与条件

Ｒ４年時点の道路網道路網の与条件

①

③

②

④

⑤

混雑度 交通情況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状態が続いている状態

1.25～1.75
ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が非常に増える可能性が
高い状態。

1.00～1.25
昼間12時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間（ピーク時間）ある。
何時間も混雑が続く可能性はほとんどない状態。

1.00未満
昼間12時間を通して、道路が混雑することなく円滑に走行でき、渋滞やそれに伴う極端な
遅れはほとんど生じない状態。
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4-2 将来交通需要予測 (8)将来（R22）の交通量配分結果

４ 将来交通需要予測

◆全体的な交通量の減少を受け、混雑の度合は減少しており、西１８条通は混雑度の高い区間が
みられます。【図①】

◆国道３８号の混雑の解消がみられます。【図②】

◆国道２４１号、鈴蘭新通は、依然として混雑度が高い箇所がみられます。【図③】

◆国道２３６号の混雑の解消がみられます。 【図④】

◆道道帯広新得線の一部区間は、将来においても混雑度が高い箇所がみられます。【図⑤】

▼交通量推計にあたっての与条件

Ｒ２２年のＯＤ交通量（推計値）交通量の与条件

Ｒ４年時点の道路網に、Ｒ６年１２月現在で事業化となっている路線の
整備状況を追加したＲ２２年の想定道路網

道路網の与条件

①

③

②

④

⑤

混雑度 交通情況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状態が続いている状態

1.25～1.75
ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が非常に増える可能性が
高い状態。

1.00～1.25
昼間12時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間（ピーク時間）ある。
何時間も混雑が続く可能性はほとんどない状態。

1.00未満
昼間12時間を通して、道路が混雑することなく円滑に走行でき、渋滞やそれに伴う極端な
遅れはほとんど生じない状態。
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４ 将来交通需要予測

4-2 将来交通需要予測 (9)新たな事業を踏まえた将来（R22）交通量配分

帯広圏においては、新たな事業が想定されているため、事業により増加が想定される交通量を
踏まえた将来交通量配分を実施しています。

＜図＞帯広圏の新たな事業

-39-

資料：各市町からの聞き取り

音更町南花園周辺地区の事業

芽室帯広IC付近の事業

帯広市西１８条付近の事業

帯広川西ＩＣ付近の事業
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4-2 将来交通需要予測 (10)新たな事業を踏まえた将来（R22）交通量配分結果

４ 将来交通需要予測

▼交通量推計にあたっての与条件

Ｒ２２年のＯＤ交通量（推計値）
＋ 新たな事業により、想定される増加交通量（推定値）

交通量の与条件

Ｒ４年時点の道路網に、Ｒ６年１２月現在で事業化となっている路線の
整備状況を追加したＲ２２年の想定道路網

道路網の与条件

①

③

②

④

⑤

混雑度 交通情況の推定

1.75以上 慢性的な混雑状態が続いている状態

1.25～1.75
ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が非常に増える可能性が
高い状態。

1.00～1.25
昼間12時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間（ピーク時間）ある。
何時間も混雑が続く可能性はほとんどない状態。

1.00未満
昼間12時間を通して、道路が混雑することなく円滑に走行でき、渋滞やそれに伴う極端な
遅れはほとんど生じない状態。

◆新たな事業を踏まえた交通量ついては、大きな変化はありません。【図①】

◆新たな事業を踏まえた交通量ついては、大きな変化はありません。 【図②】

◆音更町の新たな事業付近の国道２４１号に混雑度が高い区間が発生しています。【図③】

◆帯広川西ＩＣ付近の新たな事業付近の国道２３６号に混雑度が高い区間が発生しています。【図④】

◆新たな事業を踏まえた交通量ついては、大きな変化はありません。【図⑤】
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